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いわゆる物性基礎論 とい う分類に入 るところをひね bまわ しているものの集
ま Dで,構成時上記飽現在大村鮭弘,下島喜代子両助手, (I)5)金膏雅人 ,




行列のグラス,/p-分解の方法の開発 と応用を目標 としている｡ 定式化の点 では
フェル ミ粒子系の項合には正準集合を基礎にとる場合でも,大正準集合 を基礎
匿とる場合で もうま く行 くことが確め られ,相互作用が hard-coreを持つ
場合に も,特別夜部分和の方法を用'V3る必要の無V3展開式が得 られ る｡ ボ-ス
粒子系の場合には,レ1わゆる cond_ensateの存在のため,適当を部分和 を=
天する必要が生 じ,その定式化は,更北大工応周理学教室広地研究室の原啓堺
氏 と協力して完成 したところである｡ 同様の技術が混合系にも適周可能夜 こと
がた しかめ られたので,月eL He4 の混合系を目標に して,先ず剤体球 フェル
ミ粒子 と剛体球ボース粒子 との混合系に対 して,詳 しい計算を始めている とこ
ろであるo Ursel1-Mayer流の展開の 1変形型を試みたわけであるが,浴
きを少 cond､ensateのあるボース粒子系 とい う,恐 らく最 も厄介を問題に取
組んでしまっーた感があるので,これか ら少 レ視野を広 くして行 こうと考えてい






らた処である｡ 物性理論研究室 とい うものは,大体において問屋制乃至工場制
手=業経営が多いように見えるが,私たちe)グル-プは,その伝で行 くと,鍾
粋を家内手工業 と言えよう〔各人が∴それぞれの技術で蒔産物 (のつ も少) の
製作に励みをが ら,時々,市場の情報交換や,作高の批評をした9,といった
ゆるやかを結びつ きをしているC,具体的には,市村 ･.三宅所 として,週一回 ,
各自話 したいことを話す形式で輪講を開 く勉は,勝手に勉強 しているのが≡現状
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であるO これには,独立独歩を好むメンバーの性格 と,まとめ役に覆るべ き,
年長の聾者(/C企業家的才腕 と貫録が覆いことが原因であろ うかと愚考 している○
そのよ うを訳で,以下には聾者の知る限 bで,各人が考えているとl:とを列記す
る ○
大村は,一貫 して嘩金屡の軟 Ⅹ線吸収 ･放射 ･散乱の東嶺 を研究 している.
吸収端の異常について,摂動展開を真_fE直にお し進め,名大石川幸志氏の放射
の計算経常 と対比 して, Nozieresたちよb高い次数まで,吸収 ･放射につ
いて対称的を,ー強度分布を得ている｡ また,プラズモン側帯について具体的夜
計算を行妄V',実験 と対比 し得 る強度分布を求めた｡最近は,大学院の石橋勝
と希同で,ラマン散乱帯の強醇分布の計算を実行 している｡
金膏控,バン ド殖反強磁性に力を注いでいる｡甲や bard･モデルを伺い言 常
強磁性秩序が存在す_るときの動的帯磁率の計算を手始めに,伝導の周 題 (電索
抵抗)に攻撃をかけている,J




前者吐,絶縁体の轡 堅 牢おける各 軍起子創成の強度の間宮で卦 る｡ (a)励起
子間の相関の取扱高_方｡ 伺 励蕪子咋伴 う電子分感驚考えるよD,む しろ,電
子分極ポーラロンが作る励起子 として考えること｡ (C)(b)と関連 して,励起
子閣相互作用の再検討｡をプログラムとしている｡サイクロ トロン共鳴の間預
については,二次摂動計算の結果は得 られてい草が,それか ら一歩菟-進んだ
計算を しようとすると,半導体では,金属の場合 よ少もや り難い蘭がある｡ 現
実的な興味の対象はT強磁場での ピェゾポーラロンであるが,半導体での高次
の計算は,一般的にも興味 ある問題では夜いかと思っている｡ (三宅 哲 )
小 口研 究 室
私の研究室は昨年 10月に誕生 したばか b夜ので,メンバ丁は私 (小 口) と
新進気鎖の助手,石川琢磨君 と秘書の倉田美貴子さんの三人あみです｡ 直接指
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